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年
末
・
年
始
休
み(

～
4)

冬
期
講
座
ス
タ
ー
ト 

●
天
皇
誕
生
日

●
冬
期
講
座
準
備
休
み
●

●
休
塾

■
中
3
土
曜
特
講
⑤

●
休
塾

■
中
3
土
曜
特
講
④

●
休
塾　

附
属
2
年
宿
研
～
6

■
中
3
土
曜
特
講
③

★
新
学
習
指
導
要
領
に
向
け
た
移
行
措
置
ス
タ
ー
ト
★

　

裏
面
に
あ
る
よ
う
に
小
学
校
の
英
語
の
授
業
が
、
18
年
度

か
ら
小
５
、
小
６
は
50
コ
マ
、
21
年
度
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
70

コ
マ
の
正
式
な
教
科
と
し
て
の
英
語
が
始
ま
り
ま
す
。

　

国
語
力
の
な
い
、
読
解
力
の
な
い
子
供
た
ち
に
必
要
性
を

感
じ
な
い
英
語
の
授
業
は
か
な
り
の
負
担
に
な
る
は
ず
で

す
。
習
得
す
べ
き
語
彙
が
６
０
０
～
７
０
０
語
で
、
ゆ
と
り

時
代
の
中
学
校
で
の
単
語
数
９
０
０
語
に
近
い
も
の
で
す
。

　

28
日
の
新
聞
に
も
載
っ
て
い
た
よ
う
に
全
国
学
力
テ
ス
ト

の
結
果
で
も
小
・
中
学
校
と
も
全
国
平
均
を
下
回
り
、
特
に

応
用
力
に
問
題
が
あ
る
こ
と
が
判
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
小
学
校
で
の
教
科
と
し
て
の
英
語
は
学
校
に
と
っ

て
も
相
当
な
負
担
に
な
り
ま
す
。そ
し
て
特
に
問
題
な
の
は
、

中
学
校
へ
入
る
前
に
英
語
嫌
い
を
出
す
危
険
性
で
す
。
中
学

校
の
英
語
が
始
ま
る
前
に
格
差
が
つ
い
て
い
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
塾
も
ど
う
対
応
す
れ
ば
よ
い
の
か･･･

で
す
！

ステップゼミナールだより
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■ 12 月の予定 ■

★
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
大
賞
２
０
１
７
ノ
ミ
ネ
ー
ト
★

　

11
月
27
日
、
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
9
社
が
発
表
さ
れ
た
。

２
０
１
６
年
度
の
大
賞
は
「
電
通
」

・
ノ
ミ
ネ
ー
ト
の
定
義

・
労
働
法
や
そ
の
他
の
法
令
に
抵
触
し
、
ま
た
は
そ
の
可
能

性
が
あ
る
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
な
条
件
で
の
労
働
を
、
意
図
的
、

恣
意
的
に
従
業
員
に
強
い
て
い
る
企
業
・
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
な
ど
の
暴
力
的
強
制
を
常
套
手
段
と
し
て
従
業
員
に
強

い
る
体
質
を
持
つ
企
業
や
法
人（
学
校
法
人
、社
会
福
祉
法
人
、

官
公
庁
や
公
営
企
業
、
医
療
機
関
な
ど
も
含
む
）

・
ゼ
リ
ア
新
薬
工
業
株
式
会
社
・
株
式
会
社
い
な
げ
や
・
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
株
式
会
社
・
新
潟
市
民
病
院
・
日
本
放
送
協
会

（N
H
K

）
・
株
式
会
社
引
越
社
・
大
成
建
設
株
式
会
社
、
三
信
建

設
工
業
株
式
会
社
・
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
株
式
会
社

・
ヤ
マ
ト
運
輸
株
式
会
社

一
流
と
言
わ
れ
る
有
名
企
業
で
も
信
用
で
き
ま
せ
ん
ね
、
要
注
意
！

在
籍
す
る
生
徒
の
所
属
校

小
学
校　

愛
国･

鳥
取
西･

附
属
・
富
原 

 

中
学
校　

美
原･

共
栄･

景
雲･

鳥
取･

鳥
取
西･

附
属･

北
・
阿
寒･

鶴
居
・
富
原
・
遠
矢

高　

校　

湖
陵･

江
南
・
北
陽
・
明
輝
・
高
専
・
武
修
館

★
志
望
校
へ
向
け
て
面
談
と
冬
期
講
座
★

　

12
月
、
学
校
で
は
進
路
に
つ
い
て
の
三
者
面
談
が
始
ま
り

ま
す
が
、
そ
の
前
に
塾
で
も
面
談
を
行
い
ま
す
。
入
試
ま
で

ま
だ
90
日
あ
り
ま
す
。
学
力
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
結
果
だ
け
で
志
望
校

を
あ
き
ら
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
90
日
間
で
４
５
０
時

間
を
目
標
に
受
験
勉
強
す
る
こ
と
で
、
志
望
校
合
格
の
可
能

性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
大
事
な
の
は
進
学
先
の
高
校
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、

そ
こ
に
向
か
っ
て
ど
う
努
力
し
た
の
か
で
す
。
こ
こ
で
す
る

努
力
は
将
来
必
ず
自
分
の
た
め
に
な
り
ま
す
。
楽
を
す
る
の

は
簡
単
で
す
。
志
望
校
を
変
え
れ
ば
い
い
の
で
す
。

冬
期
講
座
、
中
3
は
4
時
間
プ
ラ
ス
何
時
間
で
も
（
最
長
9

時
間
）
で
き
ま
す
。
卒
業
生
は
そ
れ
を
や
っ
て
き
ま
し
た
！

★
い
よ
い
よ
12
月
、
受
験
勉
強
本
番
！
★

　

中
学
生
も
高
校
生
も
、
定
期
テ
ス
ト
が
ほ
ぼ
終
わ
り
ま
し

た
。
１
０
０
０
分
特
講
に
参
加
し
た
生
徒
の
殆
ど
の
人
は
前

回
よ
り
点
数
、
順
位
が
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
し
た
。
16
時
間
近

く
も
問
題
を
解
く
の
で
す
か
ら
当
た
り
前
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。

　

今
日
か
ら
12
月
、
高
校
入
試
ま
で
95
日
、
セ
ン
タ
ー
試
験

ま
で
は
43
日
と
な
り
ま
し
た
。
学
校
で
は
中
3
生
は
学
力
Ａ

Ｂ
Ｃ
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
三
者
面
談
が
行
わ
れ
ま
す
。
し
か

し
本
気
で
志
望
校
を
目
指
す
な
ら
、
本
当
の
入
試
勉
強
は
こ

こ
か
ら
冬
休
み
を
含
め
た
90
日
間
な
の
で
す
。

　

1
日
、
5
時
間
、
冬
休
み
中
は
9
時
間
、
90
日
間
で

４
５
０
時
間
で
す
。
30
年
間
、
こ
う
や
っ
て
来
ま
し
た
。
が

ん
ば
っ
た
15
の
春
が
、
18
の
春
が
人
生
を
充
実
さ
せ
る
の
で

す
。
覚
悟
を
決
め
て
向
か
う
事
で
す
。
諦
め
る
の
は
ま
だ
早

い
ん
で
す
、
受
験
生
の
皆
さ
ん
！

 　11/5 6 期生の岩渕君のオフロー

ドレースを初めて見に行きました。

中学生の１０００分特講の時間に試験勉強の高校生

今年の高校生はしっかり勉強する人が多い！

11/4 日 学力 C対策

　14 期生の恵ちゃんがボーイフレ

ンドのマークと一緒に来てくれた。

今年、高専の建築科を卒業し北

電に就職した中村君が久々に。

11/11、12 日は定期テスト対策の１０００分特講、頑張りました！

テスト勉強をするため、楽しそう

に夕食をとる後鳥さんと成田さん ?

11/23 中３生の道コンとその時間帯、朝か

ら夕方まで勉強の高校生。センタ試験間近！

　今年高専を卒業した田村君が突然スーツ姿で現れた。本社人事部の

依頼で再来年卒業の学生をリクルートする為の打合せに来たそうです。

11/25 中 3 生の土曜特講

等式の変形と角度特講

い
つ
も
１
０
０
０
分
特
講
に
差
し
入

れ
、
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 11/25 ベネッセ主催のスピーチコ

ンテストで３位、６年の杏奈さん

 　11/19 その岩渕君の家の車庫で

今シーズン最後の焼肉です！

今月も住川さんの差

入がこーんなにいっ

ぱい！

朝の７時頃に、珍しい大

きな二重の虹出てました。
2007 年の卒業生がくれたサンスベリアに花が

咲きました。透明の粒は蜜で舐めると甘い！



　

　

 

  2018 年度から新学習指導要領の小学英語が先行実施されます

　そこでカギを握るのは、英語が教科となる小 5、小 6 でいかに学習内容を定着さ
せるか？です。 文部科学省の新テキスト「We　Can ！」が授業で使われます。
英語に親しみやすいように従来の教材で重視していた「話す・聞く」力に加え、中
学から本格化する「読む・書く」力も育てるとしています。
　小５、６年の外国語活動は現在年間 35 コマが必修ですが、18、19 年度は 50 コマ、
英語が正式な教科になる20年度以降は年70コマに増えます。また、内容に関しては、
文章の音読や書き写しなど、読み書きの要素を取り入れた。「過去形」や「動名詞」
などの表現も学習します。
 習得すべき語彙が６００～７００語にのぼります。子どもたちにとって英語は、
学力差が大きくなることが予想されます。
 小学校の間に、英語の学習内容を着実に定着させることができるかが、その後の
中学校での学習を大きく左右することになるでしょう。

「誰のための学校なのか」　頭髪黒染め強要

  頭髪が生まれつき茶色なのに学校から黒く染めるよう強要されたとして、大阪府
立高３年の女子生徒（18）が府に損害賠償を求めた訴訟を巡る報道に関連し、学校
での頭髪指導について読者から感想や意見が多く寄せられた。現役の高校生や、か
つて子どもが指導を受けた保護者らの声もあった。一部を紹介し、頭髪指導のあり
方について考えたい。 
　●修学旅行前に指導 
　埼玉県立高３年の女子生徒（17）は昨年１１月の修学旅行前に突然、進路指導担
当の教諭から頭髪を黒く染めるか、短く切ってくるよう指導された。頭髪はくり毛
色に近い茶色だが、母親と同じく生まれつきで、髪染めや脱色をしたことも、ヘア
アイロンをあてたこともない。入学時に頭髪の色を登録する制度があるため、髪の
色について担任に相談した際にも「問題ない」と言われていた。 
　にもかかわらず、進路指導担当の教諭は「旅行先で他校とのトラブルを避けるた
めだ。風紀を乱しているので、このままでは修学旅行に参加させない」と言い、再
三呼び出しを受けて指導された。最後まで拒否したため修学旅行には地毛のまま参
加できたが、教諭らから常に行動を監視され、楽しめなかったという。 
　「地毛なのに黒染めを強要されると、心までボロボロになる。かばってくれる友
人や先生がいたので救われたが、当時は精神的にかなり追い詰められた。今回の報
道で自分がされたことを鮮明に思い出し、悲しくなった」。女子生徒はこう訴える。 
　●日本特有の考え 
　「そもそも学校で毛染めを禁止しているのに、黒染めをさせるのか」。大阪府在住

の女性（48）は、長女（24）が府立高３年の時、軟式テニスの夏の大会前に部活動
の顧問から黒染めを求められ、こう思ったのを覚えている。長女の頭髪は元々、日
に当たると透けて茶色く見える程度だったという。 
　それでも、顧問からは「毛染めをするような子ではないと分かっているが、地域
の目があるから」と黒染めを指導された。「染めてもいないのに、なぜ黒く染めな
いといけないのか」。自分も長女も納得できなかったが、大会に出場できなくなっ
ては困ると考えて渋々従った。 
　黒染めして大会に出た長女は、髪から落ちた染料が黒い汗となって顔を流れた。

「学校自体に悪い印象はないが、一律に頭髪は黒くないといけないというのは日本
特有の考え方ではないか。どこか釈然としない気持ちが残った」と振り返る。 
　●陳情書を提出 
　教員志望の男子大学生（２３）は岐阜県内の公立高３年の時、学校の頭髪指導で
黒染めを強要される同級生がいることに疑問を覚えたのをきっかけに、頭髪指導を
受けた同級生に聞き取り調査をした。今回の報道を受け、調査の結果を教えてくれ
た。 
　髪が茶色いと呼び出され、地毛だと説明すると切るように強要された▽入学時に
登録すれば黒く染めないで済む「地毛登録」をしたのに２度も指導された▽茶色い
地毛を自発的に黒く染めて自己防衛している－－。いずれも身体的特徴による差別
で、人権侵害に該当すると考え、2014 年 3 月に実情をまとめた陳情書を法務局と
教育委員会に提出したという。 
　今は県外の教育大に在籍する男子大学生は「理不尽な頭髪指導はこれまでほとん
ど認識されず、気になっていた。今回の訴訟で明らかになったが、ようやくか、と
も思う」と語る。来春から教師として教壇に立つ予定だが、教育の現場が実際にど
うなっているのかは分からない。それでも、理不尽な頭髪指導はしたくない。「学
校教育は誰のためにあるのか。それをもう一度しっかりと考えていきたい」          
                                                                                                 【岡崎英遠】 
他に寄せられた意見（抜粋） 
　髪の毛、肌の色、宗教……みんなと一緒じゃないとダメ。「違います」ってこと
は当たり前ではなく「届け」を出さないとダメ。「島国日本」はいつまでも変わら
ないのだとがっかりしている。＝大阪市住吉区の会社員女性（４５） 
　親の好みで子供の髪を染めて学校に行かせる時代。好き勝手しながら、進学や就
職については丁寧な指導を要求する。そんな格好で入試や就職の面接にいかせられ
るだろうか。地毛登録は当然の措置だと思う。＝広島市の男性（５４） 
　茶髪の子はその色がかっこよく見えると思っているかもしれないし、服装の規則
を破る子は、彼女の美的感覚からスカートの丈をそうしているのかもしれない。我々
大人は、自分たちの判断のみが正しいとするそのセンスこそをやぼったいと反省し、
態度を改めれば、学校はもっと自由でのびのびとしてくるはず。＝主婦（７０） 
　頭髪指導の問題点は、すぐに指導が作業と化して、摘発して矯正することが自己
目的化してしまうことだ。「改善」が進むとちょっとした「乱れ」が目につき、余
計に指導がエスカレートする。物事は効率よくシステマチックに行われるのが良い
場合もあるが、教育や人間関係はそうあってはいけないと思う。＝現役教諭 
海外メディアも注目 
　学校での頭髪指導のあり方を巡っては、芸能人や作家、学者ら、さまざまな人た
ちがツイッターで意見を発信している。 
　元ＡＫＢ４８のメンバーで母親がフィリピン出身の秋元才加さんは、高校の時に
地毛なのに染髪を疑われて黒く染めた経験を明かし「規則は大事だけど、大事なこ
とはもっとあるはず」と投稿した。 
　作家で明治学院大教授の高橋源一郎さんも「そもそも髪をどんな色に染めたって
いいじゃないか」と疑問を投げかけた。 
　脳科学者の茂木健一郎さんは「『黒染め』強要問題の延長線上には、新卒一括採用、
就職活動における画一的なリクルートスーツと髪形、時代遅れの偏差値入試などの
問題がある」と持論を展開し、「これらのマインドセット（思考様式）が日本の停
滞の象徴であり原因」と指摘した。 
　海外メディアも注目し、英ＢＢＣや米タイム誌、中国の国営新華社通信などが「日
本の多くの学校には髪の色、化粧、スカートの丈など外見について厳しい規則があ
る」と報じた。 
　大阪府教委は全府立高校を対象に、頭髪指導の現状把握のための調査を始めてい
る。                               毎日新聞 2017 年 11 月 27 日　東京朝刊　教育の窓より
　一方で「なんであんな黒いのが好きなんだ」と発言した山本幸三や麻生太郎、竹

下亘等々、国際感覚も常識も持たない政治家ばかりの日本。英語教育の前にやらな

ければならないことが沢山あるのではないか。21 世紀になって 17 年も経つのに、

人を外見で判断する教育界、言う事は先進国、やることは超後進国！


